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レ
キ
シ
ン
ト
ン
市
友
好
親
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
問
団
派
遣

　

姉
妹
都
市
の
米
国
レ
キ

シ
ン
ト
ン
市
に
友
好
親
善

訪
問
団
（
森
崎
忍
団
長
ほ

か
13
人
）
が
、
３
月
22
日

か
ら
４
月
１
日
に
か
け
て

派
遣
さ
れ
、
施
設
見
学
や

市
長
へ
の
表
敬
訪
問
の
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

を
通
じ
て
異
国
文
化
を
学

び
、
同
市
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
に
静
内
庁
舎

で
行
わ
れ
た
帰
町
報
告
会

で
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち

は
、「
土
地
や
建
物
の
ス

ケ
ー
ル
の
広
大
さ
に
驚
い

た
」、「
ア
メ
リ
カ
、
日
本

の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
所
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
、
充
実
し
た
表
情
で
同

市
で
の
思
い
出
を
報
告
し

ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
機
器
の
調
達
に

　
　
　
　
　
　

関
す
る
協
定
書
手
交
式

　

町
と
㈱
カ
ナ
モ
ト
静
内

営
業
所
（　

野
和
浩
所
長
）

は
、
３
月
22
日
に
『
災
害

時
に
お
け
る
機
器
の
調
達

に
関
す
る
協
定
書
』
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
、

風
水
害
な
ど
に
よ
る
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
町

の
要
請
に
応
じ
て
発
電
機

や
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
の
提

供
に
協
力
す
る
も
の
で
す
。

　
　

野
所
長
は
「
地
域
に

密
着
し
て
、
災
害
が
あ
っ

た
場
合
に
は
迅
速
、
的
確

に
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
、
大
野
町
長
は
「
災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

こ
の
協
定
を
縁
に
力
強
く

支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

田
中
智
也
さ
ん

北
海
道
指
導
林
家
に
認
定

　

北
海
道
指
導
林
家
の
認

定
証
伝
達
式
が
、
３
月
26

日
に
静
内
庁
舎
で
行
わ
れ
、

田
中
智
也
さ
ん
（
三
石
本

桐
）
に
日
高
振
興
局
飯
田

森
林
室
長
か
ら
、
認
定
証

と
腕
章
、
記
章
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
意
欲
的

な
林
業
生
産
活
動
の
実
践

や
、
林
業
後
継
者
の
育
成

な
ど
、
地
域
林
業
の
活
性

化
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
北
海
道
知
事
よ

り
、
地
域
林
業
を
先
導
す

る
林
業
経
営
者
と
し
て
『
指

導
林
家
』
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
「
山
の
資

源
再
生
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
で
行
わ
れ
る
『
第

20
回
全
国
中
学
生
軟
式
野

球
大
会
』
に
出
場
す
る
、

北
海
道
選
抜
メ
ン
バ
ー
と

し
て
選
ば
れ
た
滝
田
青
空

君
（
静
内
第
三
中
２
年
）

が
、
３
月
11
日
に
静
内
庁

舎
を
訪
れ
、
大
野
町
長
に

健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

滝
田
君
は
「
チ
ー
ム
の

目
標
で
あ
る
２
連
覇
達
成

に
貢
献
し
た
い
。
北
海
道

選
抜
と
し
て
頑
張
っ
て
く

る
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
、

大
野
町
長
は
「
緊
張
す
る

と
思
う
が
、
ド
キ
ド
キ
を

意
識
し
な
い
こ
と
。
自
分

は
自
分
だ
と
思
っ
て
頑
張
っ

て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

滝
田
青そ

ら空
君 

北
海
道
選
抜
と
し
て

　

全
国
大
会
出
場
！

　

新
ひ
だ
か
推
奨
品
認
証

委
員
会
（
原
昭
子
委
員
長
）

に
よ
る
『
新
ひ
だ
か
推
奨

品
認
証
書
交
付
式
』
が
、

３
月
19
日
に
新
ひ
だ
か
観

光
情
報
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

『
２
０
１
９
新
ひ
だ
か
推

奨
品
』
と
し
て
、『
赤
ひ

げ
』、『
一
條
製
麺
』、『
㈲

Ｓ
Ｒ
Ｋ
日
高
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ

ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
ゾ
ー
ト
ハ

イ
ジ
ア
』
の
３
事
業
者
８

商
品
が
、
新
た
に
認
証
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
証
期
間
満
了

と
な
っ
た
『
２
０
１
６
新

ひ
だ
か
推
奨
品
』
の
７
商

品
が
登
録
更
新
さ
れ
、
推

奨
品
は
26
事
業
者
68
商
品

と
な
り
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
で
行
わ
れ
る
『
多

賀
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
争
奪

第
15
回
学
童
軟
式
野
球
３

年
生
大
会
』
に
出
場
す
る
、

北
海
道
選
抜
メ
ン
バ
ー
と

し
て
選
ば
れ
た
静
内
み
ゆ

き
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
林
将

輝
君
（
高
静
小
３
年
）
が

３
月
19
日
に
静
内
庁
舎
を

訪
れ
、
大
野
町
長
に
健
闘

を
誓
い
ま
し
た
。

　

林
君
は
「
頑
張
っ
て
決

勝
ま
で
勝
ち
進
み
た
い
。

全
国
大
会
で
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
打
ち
た
い
で
す
」
と
話

し
、
大
野
町
長
は
「
チ
ー

ム
で
仲
良
く
、
優
勝
を
目

指
し
て
戦
っ
て
、
頑
張
っ

て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

新
ひ
だ
か
推
奨
品
認
証
書
交
付
式

林
将し

ょ
う
き輝

君 

北
海
道
選
抜
と
し
て

全
国
大
会
出
場
！
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新
入
学
児
童
へ
交
通
安
全
啓
発

大
野
市
民
謡
グ
ル
ー
プ
「
音お

ん

ど人
」
来
町

　

４
月
12
日
に
友
好
市
町

の
福
井
県
大
野
市
か
ら
、

民
謡
グ
ル
ー
プ
「
音お

ん

ど人
」（
松

山
幸
希
彦
代
表
）
の
メ
ン

バ
ー
15
人
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
歌
笛
総
合
住
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
交

流
会
で
は
、「
大
野
音
頭
」

や
「
し
っ
ち
ょ
い
な
踊
り
」

な
ど
の
民
謡
と
楽
器
演
奏

を
披
露
し
た
ほ
か
、
歌
笛

越
前
踊
り
保
存
会
と
と
も

に
踊
り
を
楽
し
む
な
ど
、

地
域
の
方
々
と
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　

大
野
市
は
、
旧
三
石
町

と
昭
和
58
年
に
「
友
好
の

契
り
」
を
結
ん
で
お
り
、

町
村
合
併
後
も
友
好
関
係

は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。　

三
木
田
先
生
に
よ
る
乗
馬
講
習
会

　

４
月
13
日
に
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
ヒ
ル
ズ
静
内
で
『
三

木
田
先
生
に
よ
る
乗
馬
講

習
会
』
が
行
わ
れ
、
町
内

外
か
ら
５
人
の
乗
馬
愛
好

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
年
乗
馬
指
導
に
当

た
っ
て
い
る
三
木
田
照
明

さ
ん
（
静
内
豊
畑
）
が
講

師
を
務
め
、
騎
乗
時
の
姿

勢
や
手
綱
の
使
い
方
な
ど

を
指
導
。
参
加
者
は
馬
と

気
持
ち
を
通
わ
せ
な
が
ら
、

場
内
を
常な

み
あ
し歩

や
速は

や
あ
し足

で
周

回
し
、
三
木
田
先
生
か
ら

馬
へ
の
合
図
な
ど
を
丁
寧

に
教
わ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
普
段
気
が

つ
か
な
い
体
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ニュースフラッシュ叙勲、表彰、白寿祝
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　元町立東静内小学校長で、昨年11月に逝去された下川

原吉男さん（享年86年）が、叙位（従六位）及び叙勲（瑞

宝双光章）を受章し、静内中野町の自宅で髙野教育長が

ご遺族に伝達しました。

　下川原さんは、昭和25年に荻伏村立荻伏小学校に勤務

されて以来、42年間の長きにわたり奉職され、この間、

新冠町立太陽小学校長や東静内小学校長などを歴任し、

教育の充実発展などに尽力されました。

　長男の健次さんは「穏やかで、いつも児童と一緒にニ

コニコしていました。先立った母が一番喜んでいると思

います」と述べました。

故下川原 吉男さん (86)　＝　静内中野町

元 町立東静内小学校長

叙位叙勲
　

町
交
通
安
全
推
進
協
議

会
（
大
野
克
之
会
長
）
は
、

町
と
警
察
署
、
交
通
安
全

関
係
団
体
と
と
も
に
、
町

内
小
学
校
の
入
学
式
に
合

わ
せ
て
『
新
入
学
児
童
交

通
安
全
啓
発
指
導
』
を
行

い
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
前
で
は
、
同

協
議
会
や
関
係
団
体
な

ど
が
児
童
一
人
ひ
と
り
に

対
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉

と
と
も
に
交
通
安
全
啓
発

グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
、

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

ね
」
と
、
優
し
い
声
で
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
町
内
の
小
学

校
６
校
で
は
計
１
８
３
人

の
児
童
が
、
ま
ぶ
し
い
笑

顔
で
入
学
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　竹田秀雄さんが４月１日に白寿を迎え、大野町長から

祝い状、町社会福祉協議会・木村会長から記念品が贈ら

れました。

　竹田さんは三石西端で生まれ、八千代さんと結婚。２

人の子どもに恵まれました。静内東別で農業を営み、３

年ほど前まで現役で働いていました。

　お祝いに駆け付けた家族の方は「これからも長生きし

てほしい。ニコニコとした元気な姿を見るのが楽しみです」

と話しました。

竹 田  秀 雄 さん (99)

白寿祝

　長田姫奈さんは、１月５日から９日にかけて行われた

『第71回北海道学生書道展覧会』において、特別賞（北

海道書道連盟賞）を受賞しました。その優秀な成績をた

たえ、３月22日に髙野教育長から教育奨励賞の表彰楯

が手渡されました。

　長田さんは「課題作は力強く書けました。書道は自分

の表現したいことを力いっぱいかけるのが楽しいです。

これからも頑張りたいです」と話し、髙野教育長は「作

品を見たとき、躍動感や力強さに感動した。これからも

楽しみながら頑張って、町民に感動を届けてください」

と話しました。

長 田  姫 奈 さん（１年） 

町立静内中学校

教育奨励賞

①静内庁舎での記念撮影　②歌笛地区の方々との交流会

①

②

ひ         な


